
平 成 ２ ２ 年 度 第 １ 回 午後の部 (伝送交換)
電気通信主任技術者試験問題 専門的能力・電気通信システム

注 意 事 項

１ 試験開始時刻 １４時２０分

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「電気通信システム」のみ １ 科 目 １５時４０分

「専門的能力」のみ １ 科 目 １６時００分

「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目 １７時２０分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 ペ ー ジ

伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝１～伝13

無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝14～伝30

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝31～伝43

デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝44～伝58

通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝59～伝74

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝75～伝78

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した伝送交換主任技術者(『伝 送 交 換』と略記)を○で囲んでください。

(5) 専門的能力欄は､『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』のうち、あなたが受験申請した専門的能力を○で囲んでく

ださい。

(6) 試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)

受　　験　　番　　号
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試 験 種 別 試 験 科 目

伝 送 交 換 主 任 技 術 者 電気通信システム

次の問１から問２０までについて、それぞれ( )内に最も適したものを、各問の①～⑤の中か

ら一つ選び、その番号を記せ。 (５点×２０＝１００点)

問１ Ｃ１Ｆ及びＣ２Ｆの静電容量を持つ二つのコンデンサが、それぞれＶ１Ｖ、Ｖ２Ｖの電圧に

充電されている場合に、二つのコンデンサの極性を合わせて並列に接続したときのコンデンサの両

極間の電位差は、( )Ｖになる。

Ｃ１Ｖ１＋Ｃ２Ｖ２ ２(Ｃ１Ｖ１＋Ｃ２Ｖ２) Ｃ１Ｖ２＋Ｃ２Ｖ１
① ② ③

Ｃ１＋Ｃ２ Ｃ１＋Ｃ２ Ｃ１＋Ｃ２

Ｃ１Ｖ１＋Ｃ２Ｖ２ ２(Ｃ１Ｖ２＋Ｃ２Ｖ１)
④ ⑤

２(Ｃ１＋Ｃ２) Ｃ１＋Ｃ２

問２ ある負荷に交流電圧１００Ｖを加えると４Ａの電流が流れ、無効電力は１１２varであった。

この負荷の力率は、( ) である。

 ① ０.２５ ② ０.２８ ③ ０.７２ ④ ０.８９ ⑤ ０.９６ 

問３ 図に示す回路の入力側に交流電圧(Ｖi＝±５Ｖ)を加えたとき、出力側に現れる電圧(Ｖo)の波

形は、( )である。
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問４ 図に示す論理回路の論理出力は、( )で示される。

① Ｆ＝Ｃ・(Ａ＋Ｂ) ② Ｆ＝Ｃ・(Ａ＋Ｂ) ③ Ｆ＝Ａ・Ｂ＋Ｃ

④ Ｆ＝Ｃ・(Ａ＋Ｂ) ⑤ Ｆ＝Ａ・Ｂ＋Ｃ

問５ 音声信号(Ｓ)をデジタル信号に変換する過程において量子化雑音(ＮＱ)が発生する。通話品質を

良好に保つためには、音声信号の大小にかかわらずＳ／ＮＱを一定にすることが望ましいことから、

送信側では、( )が行われる。

① 直線標本化 ② 非直線標本化 ③ 直線量子化

④ 非直線量子化 ⑤ 固定長符号化

問６ 最大目盛１００mＡの直流電流計が２台ある。それぞれの内部抵抗を０.０２Ω及び０.０５

Ωとするとき、これらの電流計を並列に接続して測定できる電流の最大値は、( )mＡであ

る。

 ① ５０ ② １２０ ③ １４０ ④ ２００ ⑤ ２５０ 

問７ 伝送路の雑音に対する伝送品質を表す尺度の一つとして、ＳＮ比が用いられる。受信入力端にお

けるＳＮ比の設計値が２５dＢ以上必要とされるモデムにおいて、伝送路の受信端での信号レベ

ルが－１０dＢmであった場合、この伝送路に許容される雑音レベルは、( )dＢm以下であ

る。

 ① －６０ ② －３５ ③ －１５ ④ ＋１５ ⑤ ＋３５ 

問８ 信号の多重伝送を行う伝送システムにおいては、伝送品質を劣化させる要因として、熱雑音、シ

ョット雑音などの基本雑音のほか、準漏話雑音、標本化雑音、過負荷雑音など、各種の雑音がある。

これらの雑音のうち、アナログ多重伝送システム特有の伝送品質劣化要因となる雑音は、( )

雑音である。

 ① 熱 ② 準漏話 ③ ショット ④ 標本化 ⑤ 過負荷 

問９ 光通信に用いられる半導体レーザの出力光を変調する方式としては、注入電流に信号を印加して、

半導体レーザの励起量を変化させる( )変調方式がある。

 ① 誘 導 ② 自 然 ③ 発 信 ④ 直 接 ⑤ 間 接 

Ａ

Ｃ

Ｂ Ｆ
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問10 デジタル伝送路及びデジタル交換機で構成された電話交換網では、網内のデジタル信号のパルス

繰返し周波数を合わせる周波数同期と、同一ノード内の複数のデジタル信号列の( )位相及び

フレーム位相を合わせる位相同期の両方が必要になる。

① クロック ② キャラクタ ③ ブロック

④ チャネル ⑤ トランザクション

問11 通信を行う目的で生起する呼のうち、次のA～Cに示す三つの条件を満足する呼は、( )呼

といわれる。

A 任意の時点で呼が生起する確率は同じである。

B ある呼が生起する確率には、その前に生起した呼との相関がない。

C 極めて短い時間Δｔの間に二つ以上の呼が生起する確率は、無視できるほど小さい。

 ① 完 了 ② 閉そく ③ 待合わせ ④ ランダム ⑤ あふれ 

問12 静止衛星を介した電話回線では、伝送遅延による伝送品質の劣化を軽減するため、地球局に最も

近い交換局等において、( )が用いられている。

① ハイブリッドコイル ② ボイスアクチベーション方式

③ 符号分割多元接続方式 ④ エコーキャンセラ

⑤ スペクトル拡散方式

問13 インターネットのホスト名は、コンピュータ名、企業名、組織コード、国別コードなどで構成さ

れているが、これをＩＰアドレスに対応させるデータベースは、( )といわれる。

 ① ＴＣＰ／ＩＰ ② ＤＢＭＳ ③ ＮＩＣ ④ ＳＭＴＰ ⑤ ＤＮＳ 

問14 インターネットを利用する際の個人認証のために用いられる番号の一つに( )がある。

 ① ＩＰｖ６ ② ポート番号 ③ ウイルスコード ④ ＰＩＮ ⑤ 虹 彩 

問15 電話網の信号方式において、交換機が着信側の端末を呼び出し、その端末の送出する端末応答信

号を受信したとき、発信側の端末に対して加入者回線の極性を反転することにより送出する監視信

号は、( )といわれる。

① 起動信号 ② 呼出信号 ③ 選択信号

④ 応答信号 ⑤ 起動完了信号
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問16 インターネット上で使用されるトランスポート層のプロトコルであるＵＤＰには、( )機能

がある。

① 通信の開始から終了まで信頼性の高い通信を保証する

② コネクション型のデータ転送プロトコルであり、データをセグメント単位で送信

する

③ ＳＮＭＰ、ＤＨＣＰなどの上位のプロトコルを転送する

④ 受信側の空き状態に合わせて、データを送信するフロー制御を行う

⑤ 受信側がパケットを受信するたびに、送信元に到着したことを知らせる応答を確認

する

問17 携帯電話などの移動体通信に用いられるＣＤＭＡ方式では、すべてのユーザが同一の周波数帯域

と時間を共有して通信を行い、各ユーザに割り当てられた( )によりユーザの識別が行われて

いる。

① 拡散符号 ② サブキャリア ③ 変調方式

④ 多値信号 ⑤ 時間間隔

問18 光ファイバの損失要因の一つであるレイリー散乱損失は、コアの屈折率の不均一によって生ずる

もので、（ ）の４乗に反比例する特性を有する。

 ① コア径 ② 開口数 ③ 比屈折率差 ④ 周波数 ⑤ 波 長 

問19 電力設備において、高調波雑音の発生を抑制するためや設備の力率を改善する目的で用いられる、

トランジスタなどの能動素子を利用した回路は、( )といわれる。

① プッシュプルコンバータ ② サージアブソーバ

③ アクティブフィルタ ④ シリコンドロッパ

⑤ スナバ回路

問20 光パルス試験器にて、光ファイバに光パルスを入射して伝搬させると、光ファイバの破断点では、

急峻な屈折率変化による( )光が発生し、反射点までの距離に比例した時間を経過した後に入

射端に戻ってくることにより、破断位置の測定を行うことができる。

① フレネル反射 ② コヒーレント ③ レイリー後方散乱

④ 自然放出 ⑤ ラマン散乱



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) 

・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔Bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトを用いています。 

 
(８) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(９) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


